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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送り装置（４）によって、背を送り方向に対して横にして間隔を置いて相前後して綴じ
ヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）から成る綴じ装置（１１）に供給される、折り
畳まれた印刷紙葉から形成された印刷物（２）の背をステープルで綴じるための装置（１
）において、
　綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）から成る綴じ装置（１１）が、綴じ工程
の間送り装置（４）とほぼ同方向に少なくともほぼ同速度で駆動される綴じサポート（７
）に固定されていること、綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）の綴じヘッド（
９）が、印刷物（２）の背にステープルを突き通すために往復運動可能に形成され、綴じ
ヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）の折り曲げ装置（１０）が、ステープルを折り
曲げるために印刷物（２）の脚部の間に横から入るように旋回可能に形成されていること
を特徴とする装置。
【請求項２】
　送り装置（４）が、印刷紙葉から形成された印刷物（２）を収容する差込みポケット（
３）又は鞍形の台架を備えることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　綴じサポート（７）が、回転するように駆動されていることを特徴とする請求項１又は
２に記載の装置。
【請求項４】



(2) JP 4646481 B2 2011.3.9

10

20

30

40

50

　綴じ装置（１１）及び送り装置（４）が、上掛け式の送り区間を形成することを特徴と
する請求項１～３のいずれか１つに記載の装置。
【請求項５】
　綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）が、ロータとして形成された綴じサポー
ト（７）の外周に固定されていることを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項６】
　綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）が、綴じロータの外周に配分して、それ
ぞれ１つの制御可能な折り曲げ装置（１０）と協働する、曲げ具（１６）及びドライバ（
１７）から形成された複数の綴じヘッド（９）を備えることを特徴とする請求項５に記載
の装置。
【請求項７】
　送り装置（４）の差込みポケット（３）又は台架が、綴じ工程の間、綴じロータの綴じ
円に対してほぼ接するように延在する綴じ区間を形成することを特徴とする請求項５又は
６に記載の装置。
【請求項８】
　綴じ装置（１１）の綴じヘッド（１６）及び折り曲げ装置（１０）が綴じ平面を形成し
、この綴じ平面が、綴じ工程の際、差込みポケット（３）を形成する２つの壁（５，６）
のほぼ中間に、綴じロータの綴じ円内の同軸の円に接するように延在することを特徴とす
る請求項５～７のいずれか１つに記載の装置。
【請求項９】
　綴じサポート（７）が、同軸に回転する調心装置（４６）によって形成されており、こ
の調心装置が、外周に、差込みポケット（３）の間隔で配分した間隙（４７）を備え、こ
れらの間隙へと、差込みポケット（３）の垂れ下がっている端部が、綴じ工程の間、それ
ぞれ形状補完的に係合することを特徴とする請求項１～８のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１０】
　無端のワイヤから分離されたワイヤ部分が、回転する綴じヘッド（９）と協働するキャ
リヤ（４９）によって、開放したステープルとして曲げ具（１６）に移送されることを特
徴とする請求項６～９のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１１】
　綴じ装置（１１）及び送り装置（４）が、下掛け式の綴じ区間を形成することを特徴と
する、印刷物（２）を鞍形の台架（５０）上で跨ぐように搬送する送り装置（４）を有す
る請求項２～１０のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１２】
　綴じサポート（７）が、ガイド（６２）に沿って往復するように駆動可能なキャリッジ
（６０）として形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の装置。
【請求項１３】
　キャリッジ（６０）が、送り装置（４）との同期を得るために、回転角度制御又は回転
角度調整式の電気モータ（６３）によって駆動されるクランク機構（６１）と連結されて
いることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　キャリッジ（６０）が、送り装置（４）の送り方向（Ｆ）に対して平行に駆動されてお
り、それぞれ１つの印刷物（２）に作用する少なくとも１つの綴じヘッド／折り曲げ装置
アッセンブリ（８）を備えることを特徴とする請求項１２又は１３に記載の装置。
【請求項１５】
　綴じサポート（７）が、印刷物（２）の送り方向に対して横に配設された旋回軸（９１
）を中心として振動するように駆動可能なロッカー（９０）として形成されていることを
特徴とする請求項１又は２に記載の装置。
【請求項１６】
　ロッカー（９０）の旋回可能な端部に固定された綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブ
リ（８）が、旋回軸（９１）に関して対向する、回転する制御軌道（９４）へと係合する
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レバーアーム（９２）と結合されていることを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　制御軌道（９４）が、送り装置（４９）と駆動有効もしくは制御有効に結合された制御
軸（９５）に配設されていることを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　綴じヘッド（９）の曲げ具（１６）及びドライバ（１７）が、レバー機構（９８，９９
）を介して、制御軸（９５）に固定されたそれぞれ１つの無端の制御連結リンク（９６，
９７）と結合されていることを特徴とする請求項１５～１７のいずれか１つに記載の装置
。
【請求項１９】
　レバー機構（９８，９９）が、制御軸（９５）に対して平行に支承された旋回可能なア
ングルレバー（１０２，１０３）を備え、このアングルレバーのレバーアーム（１００，
１０１）が、一方では制御連結リンク（９６，９７）と、他方では曲げ具（１６）もしく
はドライバ（１７）を連結する連接棒（１０４，１０５）と連結されていることを特徴と
する請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　キャリッジ（６０）又はロッカー（９０）が、運動方向に見て、差込みポケット（３）
又は台架（５０）の間隔で相前後して配設された少なくとも２つの綴じ装置対（１１）か
ら形成された綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）を備えることを特徴とする請
求項１２～１９のいずれか１つに記載の装置。
【請求項２１】
　綴じ装置（１１）の綴じヘッド（９）と折り曲げ装置（１０）とが、綴じ平面内で協働
することを特徴とする請求項１～２０のいずれか１つに記載の装置。
【請求項２２】
　綴じ平面が、綴じ工程の際、差込みポケット（３）を形成する２つの壁（５，６）のほ
ぼ中間に延在することを特徴とする請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　傾斜位置を備える差込みポケット（３）の下端部が、上方の装入端に対して、送り方向
（Ｆ）に見て前方に支承されていることを特徴とする請求項１～２２のいずれか１つに記
載の装置。
【請求項２４】
　折り曲げ装置（１０）に固定されたアンビル（１８）が、それぞれ、差込みポケット（
３）又は台架（５０）の端面もしくは上縁部及び／又は下縁部から、差し込まれた又は載
置された印刷物（２）の脚部の間に、付設された綴じヘッド（９）に向かって進入可能で
あることを特徴とする、印刷物（２）を貫通するステープル部分を折り曲げるための綴じ
装置（１１）が、綴じ工程の際に綴じヘッド（９）にそれぞれ対向する折り曲げ装置（１
０）のアンビル（１８）を備える、綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ（８）を有す
る請求項１～２３のいずれか１つに記載の装置。
【請求項２５】
　キャリッジ（６０）又はロッカー（９０）が、差込みポケット（３）に作用する調心装
置（４６）を備え、この調心装置が、綴じ工程の際、差込みポケット（３）の垂れ下がっ
ている端部へと形状補完的に係合することを特徴とする請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　綴じヘッド（９）が、それぞれワイヤ配給装置の無端のワイヤと結合されていることを
特徴とする請求項１２～２５のいずれか１つに記載の装置。
【請求項２７】
　少なくとも、曲げ具（１６）及びドライバ（１７）を備える綴じヘッド（９）のドライ
バ（１７）が駆動されていることを特徴とする請求項１～２６のいずれか１つに記載の装
置。
【請求項２８】
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　印刷物（２）を貫通するステープル部分を折り曲げるための綴じヘッド／折り曲げ装置
アッセンブリ（８）が、綴じ工程の際に綴じヘッド（９）にそれぞれ対向する折り曲げ装
置（１０）のアンビル（１８）を備えることを特徴とする請求項１～２７のいずれか１つ
に記載の装置。
【請求項２９】
　アンビル（１８）が、綴じ平面に対して垂直に配設された軸（４３）を中心として旋回
可能に配設されていることを特徴とする請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　アンビル（１８）が、二重レバー（３７）のレバー（３９）として形成されており、こ
の二重レバーの旋回軸（４３）の反対側に、綴じる際に部分的な支持軌道（３６）上に支
持されるレバーアーム（３４）を備えることを特徴とする請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　折り曲げ装置（１０）が、アンビル（１８）を旋回可能に操作するために、カム制御さ
れたラック機構（２９，３０）と駆動結合されていることを特徴とする請求項６～３０の
いずれか１つに記載の装置。
【請求項３２】
　アンビル（１８）と回転不能に結合されたピニオン（３０）を推進するラック機構（２
９，３０）のラック（２９）が、制御カム（２４）と結合された、ほぼ垂直なスライドガ
イド（２５）内のスライドブロック（２７）によって、綴じサポート（７）に配設されて
いることを特徴とする請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　差込みポケット（３）が、折り曲げ装置（１０）の横の作用領域内に切欠き部（４４）
を備えることを特徴とする請求項２～３２のいずれか１つに記載の装置。
【請求項３４】
　差込みポケット（３）が、２つのポケット底部要素（４５）を備え、これらのポケット
底部要素が、それぞれ、隣接する２つの折り曲げ装置（１０）のアンビル（１８）の間に
配設されていることを特徴とする、差込みポケット（３）がポケット底部要素（４５）で
形成されている請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　綴じサポート（７）又は送り装置（４）が、印刷物（２）の折り目外縁部に対して変位
可能であるように構成されていることを特徴とする請求項１～３４のいずれか１つに記載
の装置。
【請求項３６】
　逆方向に振動するように駆動可能な２つのロッカー（９０，９０’）が、綴じサポート
（７）として設けられていることを特徴とする請求項１５～３５のいずれか１つに記載の
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、送り装置によって、背を送り方向に対して横にして間隔を置いて相前後して
綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリから成る綴じ装置に供給される、折り畳まれた印
刷紙葉から形成された印刷物の背をステープルで綴じるための装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　この様式の装置は、特にいわゆる丁合い綴じ機において使用されており、ここでは、印
刷物へと丁合いされるルーズな印刷紙葉が、丁合い区間に接続する綴じ装置に供給される
。
【０００３】
　新聞製造では、予製品は主製品へと差し込まれる。
【０００４】
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　比較的長い時間にわたり新聞はタブロイド判で発行され、これらの新聞は、回転中にス
テープル綴じされた複数の部分から成る。これらの印刷物は、読むのに好ましいものと呼
ばれ、高い品質基準を備える。
【０００５】
　このような印刷物は、発行者又は読者のために、未だ、印刷物が全製品として、もしく
は一度だけ綴じられるというように更に改善することができる。
【０００６】
　本発明はこの道を採択するものである。
【０００７】
　新聞製造では、差込み機械の経済的な利用への希望も、例えば差し込まれる印刷製品を
綴じる可能性によって存在し、その際このような印刷物の品質は、例えば特別なブックカ
バーで、及び／又は後からの印刷物の切断によって、更に尚改善することができる。
【０００８】
　冒頭で説明した様式の装置は、特にスイス国特許明細書第６６７　６２１号及び独国特
許出願公告明細書第３６　４５　２７６号によって、並びにＦｅｒａｇ　ＡＧ、Ｈｉｎｗ
ｉｌ、Ｓｃｈｗｅｉｚの丁合い綴じ機コンビドラムによって実現されている。ここで利用
される印刷物を綴じるための装置は、特に、それぞれの鞍形の台架が折り曲げ装置を備え
るので高い機構上の費用を必要とし、従って、１つのドラムに４０以上の台架を備える場
合は、それに応じて維持費の点でも表面化する高い費用が生じる。
【０００９】
　折り畳む前にポケット内へと差し込まれる印刷物を綴じることを、独国特許出願公告明
細書第１　２２４　３２９号が紹介するが、その際このため、印刷物を収容するポケット
は、垂直な位置で回転するドラムに保持されており、ドラムの下方の領域で固定の綴じ装
置を通過し、この綴じ装置は、半径方向にドラム軸に向かってポケット内へと進入する折
り曲げ装置と、向かい側で反作用する綴じヘッドとを備える。この綴じ装置は、少なくと
もベンダの長い行程経路のため、時間に見合った加工の実施を何ら可能にしない。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
　従って本発明に対して提起される課題は、上記の欠点から解放され、簡単に製造可能で
ある、冒頭で説明した実施形による装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明によれば、この課題は、綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリから成る綴じ装
置が、綴じ工程の間送り装置とほぼ同方向に少なくともほぼ同速度で駆動される綴じサポ
ートに固定されていること、綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリの綴じヘッドが、印
刷物の背にステープルを突き通すために往復運動可能に形成され、綴じヘッド／折り曲げ
装置アッセンブリの折り曲げ装置が、ステープルを折り曲げるために印刷物の脚部の間に
横から入るように旋回可能に形成されていることにより解決される。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　引き続き本発明を、説明では詳細に述べてない全ての詳細に関して参照すべき図面に関
連させて、複数の実施例を本に説明する。
【００１３】
　図１には、送り装置４の差込みポケット３内に事前に折り畳んで差し込まれている、折
り畳まれた印刷紙葉から形成された印刷物２の背をステープルで綴じるための装置１が図
示されている。送り装置４は、例えば予製品を主製品内に差し込む差込み機械である。新
聞を製造するためのこのプロセスは、公知であり、従って何ら詳細な説明を必要としない
。差込みポケット３は、両側を回動するチェーンに固定されており、供給される印刷製品
を開放するため及び開放保持するための手段を備える。図示した状況では、互いに差し込
まれた印刷製品もしくは印刷物の脚部が、ポケット３の壁５，６に当接する。ポケット３
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は、例えばヨーロッパ特許公開公報第０　４７５　１９２号に記載されているようなもの
である。差込みポケット３内の印刷製品のサポートは、そこで高さ方向に変位可能な、差
込みポケット３の底部を形成するブラケット（ポケット底部要素）であり、このブラケッ
トは、印刷製品もしくは印刷物の判に適合させられる。変化する印刷物２の下の折り目厚
さに基づいて、折り目が、綴じる際の差込みポケット３又は台架の綴じサポート７への移
行領域内で折れ曲がらないように、綴じサポート７又は送り装置４が、印刷物２の折り目
外縁部に対して変位可能である場合が有利である。ポケット底部要素は、内に向かって変
位させられて配設されており、従って綴じヘッド９と折り曲げ装置１０とは、邪魔されず
に協働することができる。差込みポケット３は、ガイド内を回動する送りチェーンに懸架
されており、下端部が先行するように配設されており、従って差込みポケットは、後方へ
傾斜した位置を占める。しかしながらこの位置は、本発明による装置と何ら直接関係して
いない。この領域内で、送り装置４は、その下に配設された綴じサポート７を通過し、こ
の綴じサポートは、接線方向の接点において、送り装置４と同方向に同速度で回転し、そ
の際、綴じサポート７の外周に配分して、綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ８が設
けられており、この装置は、通過するそれぞれ１つの差込みポケット３に対応した、対で
協働する複数の綴じヘッド９及び折り曲げ装置１０から成るが、これは、綴じサポート７
が、有利なことに、差込みポケット３が送り装置４に設けられているのよりも僅かな数の
綴じヘッド／ベンダ対を備えるということである。図１は、猫背状に経過する送り装置４
が綴じ装置１の向かいに配設されていることを示す。その理由は、操作員による必要な作
業性に基づいて構造高さを人間工学的に相応に適合させることや、綴じ工程を実施する綴
じ区間を最適に形成することにある。独国特許出願公告明細書第３６　４５　２７６も読
むべきである。
【００１４】
　図２が示すように、送り装置４を、綴じ装置１１の領域内で水平に綴じ装置に接するよ
うに載置することも可能であることは当然である。図２では、差込みポケット３への折り
曲げ装置１０の進入と離脱の旋回との間の綴じ角度が、送り装置４の軌道が曲がっている
場合よりも小さく、従って僅かな時間しか綴じるために使用しないことが確認可能ある。
【００１５】
　更に、図１は、差込みポケット３と綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ８の相互の
経過を紹介する。加えて付加的に、差込みポケット領域内の綴じ装置１１の横断面図を示
す図３を参照されたい。綴じ装置１１は、それぞれ通過する差込みポケット３の横の領域
内にある。送り装置４のタクトで駆動される、機械台架１３内に支承されている駆動軸１
２には、綴じサポート７が固定されており、この綴じサポートには、それぞれ１つの綴じ
ヘッドとベンダの対がそれぞれの側に固定されている。図示した実施例で、綴じサポート
７は、それぞれ２つの外側に位置するディスク１４と、２つの対向する内側の綴じヘッド
ディスク１５とから成り、ディスク１４には、折り曲げ装置１０が固定され、また綴じヘ
ッドディスク１５には、折り曲げ装置１０にそれぞれ付設された綴じヘッド９が固定され
ている。図７によれば、配給装置４８によって裁断されたワイヤ部分は、キャリヤ４９に
よって綴じヘッド９に移送され、移送中、綴じヘッド９に配設された曲げ具１６によって
Ｃ形に変形される（ヨーロッパ特許公開公報第０　６２９　５１５号も参照のこと）。準
備されたこのステープルは、引き続き綴じヘッド９のドライバ１７によって印刷物２の折
り目に突き通され、向かい側で、折り曲げ装置１０のアンビル１８によって折り曲げられ
る。ドライバ１７の操作は、制御カム２３（図３）によって駆動される歯セグメント１９
を介して行なわれる。
【００１６】
　綴じ工程が所定の時間間隔にわたって継続し、その際所定の綴じ区間を生じさせるので
、ステープルが貫通する前に既に曲げ具１６が紙葉と接触する場合が有利である。この理
由から、ステープルを綴じ領域内へと案内する曲げ具１６は、早い時期に紙葉と接触させ
ることができ、このため、カム２２によって制御される、曲げ具１６に作用するそれぞれ
１つのレバー２０が設けられている。レバー２０は、軸２１に旋回可能に支承されており
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、自由端が曲げ具１６と結合されている。
【００１７】
　この技術的な詳細は、図３でも確認可能である。
【００１８】
　図１では、更に、綴じヘッド９と曲げ装置１０とが、共通の綴じ平面内で協働すること
が明らかである。図１から、綴じ工程の複数のシーケンスを読み取ることができる。綴じ
サポート７の１１時の位置では、図３の下方に図示されているように、綴じヘッド９及び
折り曲げ装置１０が、開始位置にある。１つのシーケンスの後で、この機構は、依然とし
て開始位置で休止しているが、若干の後もしくはこの直後には、ドライバ１７（及び曲げ
具１６）並びに折り曲げ装置１０が、これらに対応する制御カム２２，２３，２４によっ
て作動させられる。図３にも図示した１２時の位置では、ステープルが、貫通させられ、
折り曲げられている。この時点から、ドライバ１７（作動可能であれば曲げ具１６も）及
び折り曲げ装置１０が閉鎖位置から離脱する。綴じ位置への経路上では、折り曲げ装置１
０のアンビル１８が、差込みポケット３内へと、この差込みポケット内にある印刷物２を
傷つけることなく進入することが重要であり、同様に、差込みポケット３からのアンビル
１８の離脱を正確に設定すべきであるが、それ自体、良好に機能させるための前提条件に
は何ら困難がない。楔状のポケット形状は、綴じヘッド９及び折り曲げ装置１０の共通の
綴じ平面が、綴じ円内の同軸の円に接するように延在することによって、この意図に合致
し、その際綴じ平面は、ステープルの最終的な閉鎖にまでステープルの貫通が行なわれた
時点で、ほぼ差込みポケット３の長手方向中心領域を経て延在する（図１参照）。
【００１９】
　ステープル閉鎖の状況及びこのステープル閉鎖のための構造的な手段は、図３に図示さ
れている。折り曲げ装置１０は、それぞれ１つのアンビル１８を備え、このアンビルは、
ガイド２５を形成するサポート２６に旋回可能に支承されている。ガイド２５内で、スラ
イドブロック２７が、ローラ２８を介して制御カム２４と結合されており、この制御カム
は、スライドブロック運動を生じさせ、スライドブロック２７と駆動結合する、サポート
２６内に案内されたラック２９を操作する。ラック２９の運動はピニオン３０へと伝達さ
れ、このピニオンは、折り曲げ装置１０のアンビル１８を、綴じ位置及び開始位置へと旋
回させる。例えば綴じるべき折り目の大きな厚みにより予期せぬ過負荷が生じた場合、過
負荷防止装置が反応し、この過負荷防止装置は、ラック２９を運動方向に貫通するロッド
３１、及びスライドブロック２７と可動のラック２９の間で荷重をかけた圧縮バネ３２、
並びにロッド３１にラック２９を固定するナット又は調整リング３３によって構成されて
いる。アンビル１８にドライバ１７を作用させている間、アンビルは、これと結合された
レバーアーム３４を介して、回転する綴じサポート７の回転軸と同軸に配設された部分的
な支持軌道３６上に支持される。この特徴的配置は、図７からも読取り可能である。その
上、図３，６及び７は、綴じステープルの品質を助長する付加的な装置を示し、この装置
は、ステープルの脚部が内側の折り目縁部に当接することを保証する。第２の折り曲げ装
置は、折り曲げ装置１０内へと統合されている。この装置は二重レバー３７から成り、こ
の二重レバーは、制御有効なレバーアーム３８及び操作アーム３９を備える。ステープル
が折り曲げられ、翼状の折り曲げ要素４１と結合されたレバーアーム３９が、折り曲げ要
素を、急激に少なくとも部分的に折り曲げられたステープル脚部に対して旋回させるよう
にする場合は、制御有効なレバーアーム３８が部分的な制御カム４０上へと乗り上がる。
引張りバネ４２によって、折り曲げ要素４１は開始位置へと変位させられる。
【００２０】
　図７は、綴じ位置から開始位置に持ち上げる前の、折り曲げ装置１０、並びに旋回可能
な折り曲げ要素４１を備えた付属の装置を示す。
【００２１】
　同時に、図６に、綴じサポート７の側面に向かう方向で見ることによって、折り曲げ装
置１０の位置が図解されている。左側の図は、図７及び図３による綴じ位置にあるアンビ
ル１８、即ち上方の綴じサポート領域を示す。折り曲げ装置１０及び綴じヘッド９の共通
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の綴じ平面が半径から逸脱することに基づいて、ラック２９及びピニオン３０がはす歯を
備える。折り曲げ装置１０の図６の右側の図は、例えば図３の綴じサポート７の下方の領
域で確認可能であるように、開始位置にある折り曲げ装置を示す。
【００２２】
　これらの図に示した折り曲げ装置１０の旋回運動の代わりに、この折り曲げ装置は、綴
じ位置への別の進入運動によって、例えば直線的な進入運動又は組み合わせの進入運動に
よって変位させることができ、その際この進入運動は、それぞれ、差込みポケット３の壁
５，６間で運動する綴じ平面内で行なわれる。
【００２３】
　差込みポケット３の下端部を形成するポケット底部要素４５は、両側から作用する綴じ
ヘッド９及び折り曲げ装置１０の内部に配設されており、従って折り曲げ装置は、障害の
ない製造位置への作業性を有する。差込みポケット３は、両側に切欠き部４４を有するよ
うに形成されていることが有利である。板材によって形成された、垂れ下がっている差込
みポケット３の壁５，６は、比較的大きな差込み深さに基づいて不安定な下端部を形成し
、これにより正確な綴じは、信頼できるほどには実施可能でない。綴じる際の差込みポケ
ット３の高い安定性及び位置精度を得るために、回転する綴じサポート７と、間隔を置い
た２つの調心ホイール４６が駆動結合されている。これらの調心ホイールは、外周に、送
り装置４に配設された差込みポケット３の間隔で配分した間隙４７を備え、これらの間隙
内へと、差込みポケット３は、垂れ下がっている端部又はポケット底部ブラケット４５に
よって形状補完的に進入し、これにより綴じる際、差込みポケット３の高い安定性及び十
分な精度を保証する。
【００２４】
　図４及び５は、調心ホイール４６から形成された安定化装置を示し、その際軸方向に変
位させられた調心ホイール４６は、外周に、差込みポケット３の間隔で配分した間隙４７
を備え、この間隔へと、垂れ下がっている差込みポケット３の端部に配設された旋回可能
なカム４８がそれぞれ進入する。調心ホイール４６は、綴じヘッドディスク１５にネジ留
めされた、間隙４７を外径に備えるリング５３によって形成されている。綴じヘッドディ
スクは、補強のためにリブ５５を備えている。ポケット底部ブラケット４５は、ガイド５
４内に変位可能に案内されており、印刷物２の判に応じて調節されている。図４は、印刷
物２の判が異なることによって図５とは異なり、その際図４では、図５よりも僅かな幅の
印刷物２が差し込まれており、ポケット底部ブラケット４５は、把持折畳みを介して開放
し、差込みポケット３から取り出すことを可能にするために、印刷物２の開放した側縁部
がほぼ同じ位置を占めるように、高さ位置をこのように調節されている。
【００２５】
　ポケット底部ブラケット４５の高い変位能力によって、綴じサポート７の適合能力が必
要となる。即ち、綴じサポート７は、図４及び５に図示されているように、通過するポケ
ット底部ブラケット４５に対して高さ調節可能に形成されている。
【００２６】
　綴じサポート７をこれに関して場所を固定して配設することや、送り装置４を綴じ領域
内で変位可能に形成することは、構造的に可能であることは当然であるが、これは、その
時には高いコストと結びつくと思われる。
【００２７】
　図９には、本発明による装置１が、印刷物２を鞍形の台架５０上で跨ぐように搬送する
送り装置４と協働するように図示されており、その際送り装置４は、例えばヨーロッパ特
許公開公報第０　０９５　６０３号に開示されているようないわゆるラダー原理である。
【００２８】
　本発明による装置１が、いわゆるドラム丁合い綴じ機でも、ヨーロッパ特許公開公報第
０　３９９　３１７号、第０　４７６　７１８号、第０　５４６　３２６号、第０　５６
９　８８７号、第０　６０６　５５５号の代わりに、著しく僅かな構造費用で使用可能で
あることは当然である。
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【００２９】
　図９に関して、印刷物２は、送り方向Ｆに対して横に向けた台架５０上で搬送される。
【００３０】
　この台架５０は、案内連結リンク内に案内される横のローラ５１に保持されており、綴
じサポート７に固定された綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ８によって形成された
綴じ円にほぼ接するように延在する。既に図２に対して述べたように、直線的な正接は短
い綴じ区間を結果として伴う。図９は、更にまた送り装置４での綴じ工程のシーケンスを
示す。５時の位置で、綴じヘッド９及び折り曲げ装置１０から形成された綴じ装置１１が
綴じ区間に達し、ここで綴じ工程が開始される。ステープルを装填された曲げ具１６は、
この点に限り装備され、印刷物２の背と接触させられ、そして直接引き続き６時と７時の
間の綴じタクトが開始される。即ち、折り曲げ装置１０のアンビル１８が、綴じ位置へと
変位もしくは旋回され、ドライバ１７の綴じストロークが開始される。既に上で説明した
ように、折り曲げ装置１０は、操作可能な折り曲げ要素４１を備えており、これらの折り
曲げ要素は、付加的な運動をステープル脚部に加える。更に、図８は、ワイヤ部分配給装
置４８を示し、このワイヤ部分配給装置は、分離されたワイヤ部分を、綴じヘッド９もし
くは曲げ具１６へと引き渡す際に変形させる。
【００３１】
　選択的な本発明による装置１を、図１０及び１１が紹介するが、その原理は、差し込ま
れた印刷物２のためにも、また跨ぐように載置されている印刷物２のためにも使用するこ
とができる。図示した実施例は、差込みポケット３内で搬送される印刷物２を綴じるため
に設けられている。このため、既に図２に図示されているように、間隔を置いて相前後し
て牽引手段に固定された差込みポケット３を有する送り装置４が設けられている。
【００３２】
　送り方向Ｆに対して平行に、即ち少なくともステープルが印刷物２内に固定される綴じ
区間に沿って、キャリッジ６０として形成された綴じサポート７は、ガイド６２に沿って
往復運動させられる。即ち、ポケットの傾斜に合わせた綴じ装置１１は、綴じ区間上で差
込みポケット３に追従する。このため、キャリッジ６０はクランク機構６１と結合されて
おり、このクランク機構は、象徴的に図示した、特に回転角度制御又は回転角度調整式の
電気モータ６３によって駆動される。図１０は、クランクホイール６４、クランクピン６
５及びこのクランクピンとキャリッジ６０とを結合する連結装置６６を示す。ガイド６２
の有効長さは、キャリッジ６０の両側に一点鎖線によって図示されている。二重矢印Ｚは
、キャリッジ６０の往復運動を示す。回転角度制御又は回転角度調整式の電気モータ６３
は、キャリッジ６０もしくはこのキャリッジ上に固定された綴じ装置１１が、綴じ部によ
って捕らえられた差込みポケット３に、同速度で及び同方向に追従することを生じさせる
。図１０による構成では、２つの綴じ装置対が設けられており、この綴じ装置対は、それ
ぞれ送り方向もしくはキャリッジ運動に対して横に、間隔を置いて相前後して配設されて
おり、その際それぞれの綴じ装置対は、差込みポケット３の端面にそれぞれ１つの綴じ装
置１１を備える。唯一の綴じ装置対の使用が可能であるのは当然であるが、適時に次の綴
じ工程のために使用可能にするため、もしくは綴じ装置対が１つの場合に送り装置４の速
度を著しく低下させる必要のために、キャリッジ６０の後退行程のために速い加速度が必
要である。２つより多くの綴じ装置対をキャリッジ６０上に配置することができるのは当
然であるが、しかしながらこのためには、比較的大きな程度の加速度が必要となる。
【００３３】
　図９と比較して、差込みポケット３を有する送り装置４の代わりに、跨ぐように台架５
０上に載置された印刷物２を綴じるために使用される送り装置４を使用してもよい。
【００３４】
　図１０及び１１に関して、キャリッジ６０は、既に図１～８で示されているのと同じ綴
じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ８を備える。綴じサポート７として設けられたキャ
リッジ７と、このキャリッジに固定された綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ８とは
、更にまた、差し込まれた印刷物２を綴じるためにも、また跨ぐように載置された印刷物
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２を綴じるためにも使用することができるユニットを形成する。
【００３５】
　相違点は、回転運動をする綴じサポート７と直線運動をする綴じサポート７との間にあ
る。図示した実施例で使用される、綴じヘッド９の曲げ具１６及びドライバ１７の駆動手
段は別方式である。
【００３６】
　図１１は、横断面図で、２つのロッドから形成されたガイド６２を図解し、このガイド
に沿って、キャリッジ６０が図面平面に対して垂直に往復するように駆動可能である。キ
ャリッジ６０には、案内された牽引手段５２に懸架された差込みポケット３の横に、それ
ぞれ２つの綴じ装置１１が固定されており、これらの綴じ装置は、対向する綴じ装置１１
と、印刷物２を綴じるための対を形成する。図１０及び１１は、綴じ位置へと旋回させら
れたアンビル１８を有する対向する折り曲げ装置１０が示され、これらのアンビルは、ガ
イド２５内を移動可能なラック２９を操作することによって応答する。ラック２９は、ス
ライドブロック２７と結合されており、このスライドブロックには、制御カム２４内にセ
ットされているローラ２８が固定されている。スライドブロック２７とラック２９との結
合は、結合ロッド３１によって達成され、この結合ロッドには、スライドブロック２７と
ラック２９との間に、過負荷を防止するための圧縮バネ３２が配設されている。結合ロッ
ドの調整リング又はナット３３は、スライドブロック２７とラック２９との結合を保証す
る。ラック２９は、キャリッジ６０内に支承されたピニオン３０へと係合し、このピニオ
ンは、二重レバー３７として形成された折り曲げ装置１０と回転不能に結合されている（
図７も参照のこと）。既に図７に図示及び説明されているように、図１０及び１１による
構成の場合、操作アーム３９もしくはアンビル１８を形状補完的に支持するための二重レ
バー３７のレバーアームが設けられている。
【００３７】
　綴じヘッド９の駆動は、クランクホイール６４と結合された伝動装置６７を介して行な
われており、この伝動装置は、駆動歯付きベルト６８によって、場所固定をして支承され
た駆動ホイール６９を結合する。他の公知の駆動手段が応用可能であるのは当然である。
１つもしくは複数の綴じヘッド９への伝動装置６７の運動の伝達（綴じ駆動機構）は、先
ず、キャリッジ６０の往復運動に基づいて、伸縮可能なカルダン軸７０によってチェーン
伝動装置７１へと行なわれ、このチェーン伝動装置は、キャリッジ６０の往復運動に対し
て横に延在する綴じヘッド軸７２を駆動する。キャリッジ６０内に支承された綴じヘッド
軸７２の端部には、偏心ピン７４を有するそれぞれ１つの偏心ディスク７３が固定されて
おり、この偏心ピンは、連結リンクガイド７９内に配設された曲げ具連結リンク７５と、
綴じヘッド９と駆動結合されているドライバ連結リンク７６とを、綴じヘッド軸７２に対
して平行に貫通する。綴じヘッド９の曲げ具１６と結合された曲げ具連結リンク７５は、
二重矢印Ｈによって図示した綴じヘッド９の運動方向に対して矢印形の制御カム－ここで
は曲げ具カム７８が示されている－を備え、この曲げ具カムは、曲げ具連結リンク７５内
の偏心ピン７４によって貫通され、また、ドライバ１７と駆動結合されたドライバ連結リ
ンク７６は、綴じヘッド９の運動方向Ｈに傾斜して延在する制御カム－ここではドライバ
カム７８が挙げられる－を備えており、このドライバカムは、曲げ具連結リンク７５の後
方で、ドライバ連結リンク７６を貫通する。曲げ具連結リンク７５とドライバ連結リンク
７６とを結合するため、曲げ具１６及びドライバ１７は、連結可能な延長部８０もしくは
８１で形成されている。先行する差込みポケット３の下端部によって傾斜した差込みポケ
ットの位置に基づいて、綴じ装置１１は、以下のように位置合わせされる。即ち、綴じヘ
ッド９及び折り曲げ装置１０が運動する綴じ平面が、差込みポケット３の壁５，６によっ
て形成される角度二等分線内にほぼ位置するように、位置合わせされる。折り曲げ装置１
０の操作は、既に差込みポケット３と綴じ平面とが一致する時点の前に開始されるが、差
込みポケット３内で拡開された印刷物が十分に自由空間を提供する場合に初めて、アンビ
ル１８は差込みポケット３内へと進入することが許される。
【００３８】
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　その他、図１０及び１１による構成での綴じ工程とこの工程のために必要な条件とは、
これまでの図に図示した構成の技術的措置によって区別される。
【００３９】
　図１０及び１１の更に十分な検討は、当業者において前提とされる認識に基づいて必要
ではない。
【００４０】
　本発明により形成される別の構成を、図１２は示し、この図では、綴じサポート７がロ
ッカー９０として形成されており、このロッカーは、旋回軸９１において振動するように
駆動されている。旋回可能なロッカー９０の端部には、図１０及び１１による構成のよう
に、綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ８の２つの綴じ装置対が配設されており、こ
れらの綴じ装置対は、送り装置４の差込みポケット３の半径方向に曲げられた軌道上にあ
る印刷物２、もしくは差込みポケット３内にある印刷物２に対して綴じる作用をする。往
復するように旋回可能な綴じ装置９、及び軌道上で運動させられる差込みポケット３の下
端部、もしくは差込みポケット３のポケット底部ブラケット４５は、綴じ円部分を形成し
、この綴じ円部分上に綴じ区間もある。綴じヘッド対の間隔は、綴じ円上の差込みポケッ
ト３もしくはポケット底部ブラケット４５の間隔に相当する。綴じ装置１１の作用方法は
、前に説明した構成に対して相違しない。綴じ円の規則正しい曲げ及び半径から逸脱する
差込みポケット３の位置に基づいて、綴じヘッド９の運動及びそれぞれ付属する折り曲げ
装置１０によって形成される綴じ平面は、半径方向で外に向かって開放する鋭角を形成す
る。
【００４１】
　ロッカー９０の旋回運動は、旋回軸９１において対向する、ロッカー９０と結合された
レバーアーム９２によって実施され、このレバーアームは、自由端に固定された案内ロー
ラ９３で、回転する無端の制御軌道９４へと係合し、この制御軌道は、駆動される制御軸
９５に固定されている。制御軸９５の回転数及び制御軌道９４の形状は、綴じ装置９が、
綴じ区間上の差込みポケット３もしくはポケット底部ブラケット４５に追従することがで
きるように設定されている。
【００４２】
　更に、制御軸９５と、それぞれ綴じ装置の曲げ具１６及びドライバ１７を操作するため
に設けられた無端の制御連結リンク９６及び９７が回転不能に結合されている。曲げ具１
６及びドライバ１７の操作は、それぞれレバー機構９８，９９を介して行なわれ、これら
のレバー機構は、制御軸９５に対して平行に旋回可能に支承されたアングルレバー１０２
，１０３のレバーアーム１００，１０１で、一方では制御連結リンク９６，９７と、別の
レバーアーム１０６，１０７で、他方では綴じヘッド９の曲げ具１６又はドライバ１７と
結合された連接棒１０４，１０５と連結されている。
【００４３】
　良好な対比のために、綴じヘッド９の曲げ具１６及びドライバ１７に付設された制御連
結リンク９６，９７が、図１２の旋回駆動機構の両側に抜粋して図示されている。
【００４４】
　その他、図１１による構成と図１０及び１１による綴じサポート７のための駆動コンセ
プトの相互交換は、当業者の技量の範疇にある。
【００４５】
　図１３には、本発明に基づく別の装置１が図示されている。この装置は、逆方向に駆動
される２つのロッカー９０へと綴じ装置１１を分離することによる、図１２による構成で
生じる高い慣性力の相殺を目的とし、これらのロッカーは、その自由端に、通過する差込
みポケット３に付設されたそれぞれ１つの綴じ装置１１を備える。
【００４６】
　図１３の図は、一方の綴じ装置１１が綴じ工程中にあり、方向Ｆに駆動される送り装置
とほぼ同速度で矢印方向Ｖに前進させられる状況を示す。同時に別の綴じ装置１１’は、
送り装置４の反対方向に運動し、帰路上にある。即ち、何ら綴じ工程を行なわない。綴じ
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装置１１が綴じ工程中であることを、印刷物２の中間位置の下方に旋回させられた折り曲
げ装置１０及び綴じヘッド９が紹介する。綴じ装置１１’が、矢印Ｒにより、開始位置へ
の帰路上にあることが、折り曲げ装置１０’と綴じヘッド９’との間の開放した位置によ
って図示されている。
【００４７】
　その他、差込みポケット３’内にある印刷物２’が、綴じ装置１１’によって綴じられ
、これに対し差込みポケット３’’内の印刷物２’’は、綴じ装置１１によって更に綴じ
ることができる。ロッカー９０，９０’は、共通の旋回軸９１を備え、その操作のために
レバーアーム９２，９２’と結合されている。レバーアーム９２，９２’の自由端は、案
内ローラ９３，９３’を備えており、これらの案内ローラは、回転する無端の制御軌道９
４，９４’へと係合する。制御軌道９４，９４’は、駆動結合された制御軸９５，９５’
に固定されている。制御軸９５，９５’の回転数及び制御軌道９４，９４’の形状は、そ
れぞれ行なわれる綴じ工程及び後退に対して、綴じ装置１１，１１’が、綴じ工程で差込
みポケット３に追従し、後退の際、正確な時点で開始位置に達するように調整されている
。
【００４８】
　更に、制御軸９５，９５’のところには、綴じ装置１１，１１’のドライバ１７，１７
’を操作するために、無端の制御連結リンク（図示されてない）があり、この制御連結リ
ンクへと、制御レバー１０６，１０６’のレバーアーム１００，１０１の端部が係合する
。制御レバー１０６，１０６’の旋回軸において対向するレバーアーム１０１，１０１’
は、連接棒１０４，１０４’を介して、綴じ装置１１，１１’の綴じヘッド９，９’と結
合されている。別の機能的推理は、特に綴じヘッドの曲げ具も駆動されている図１２によ
る構成から読み取ることができる。
【００４９】
【発明の効果】
　本発明により、従来技術における欠点から解放され、簡単に製造可能である綴じ装置が
得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による装置の構成の概略図を示す。
【図２】　選択的な構成の概略図を示す。
【図３】　図１における線ＩＩＩ－ＩＩＩによる横断面図を示す。
【図４】　安定化装置を示す。
【図５】　印刷物の判サイズを変化させた際の図６による安定化装置を示す。
【図６】　折り曲げ装置を示す。
【図７】　図６における矢印方向Ａによる折り曲げ装置の側面図を示す。
【図８】　綴じワイヤ供給装置を示す。
【図９】　鞍形の台架上で本発明による装置により印刷物を綴じるところを示す。
【図１０】　本発明による装置の選択的な構成の概略図を示す。
【図１１】　図１０における線Ｘ－Ｘによる横断面図を示す。
【図１２】　本発明による装置の選択的な構成の概略図を示す。
【図１３】　本発明の別の選択的な構成の概略図を示す。
【符号の説明】
　　１　　　　綴じ装置
　　２　　　　印刷物
　　３　　　　差込みポケット
　　４　　　　送り装置
　　５，６　　壁
　　７　　　　綴じサポート
　　８　　　　綴じヘッド／折り曲げ装置アッセンブリ
　　９　　　　綴じヘッド
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　　１０　　　折り曲げ装置
　　１１　　　綴じ装置
　　１２　　　駆動軸
　　１３　　　機械台架
　　１４　　　ディスク
　　１５　　　綴じヘッドディスク
　　１６　　　曲げ具
　　１７　　　ドライバ
　　１８　　　アンビル
　　１９　　　歯セグメント
　　２０　　　レバー
　　２１　　　軸
　　２２～２４　　　制御カム
　　２５　　　ガイド
　　２６　　　サポート
　　２７　　　スライドブロック
　　２８　　　ローラ
　　２９　　　ラック
　　３０　　　ピニオン
　　３１　　　ロッド
　　３２　　　圧縮バネ
　　３３　　　ナット又は調整リング
　　３４　　　レバーアーム
　　３５　　　回転軸
　　３６　　　支持軌道
　　３７　　　二重レバー
　　３８　　　レバーアーム
　　３９　　　操作アーム
　　４０　　　制御カム
　　４１　　　折り曲げ要素
　　４２　　　引張りバネ
　　４３　　　旋回軸
　　４４　　　切欠き部
　　４５　　　ポケット底部要素
　　４６　　　調心ホイール
　　４７　　　間隙
　　４８　　　配給装置
　　４９　　　キャリヤ
　　５０　　　台架
　　５１　　　ローラ
　　５２　　　牽引手段
　　５３　　　リング
　　５４　　　ガイド
　　５５　　　リブ
　　６０　　　キャリッジ
　　６１　　　クランク機構
　　６２　　　ガイド
　　６３　　　電気モータ
　　６４　　　クランクホイール
　　６５　　　クランクピン
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　　６６　　　連結装置
　　６７　　　伝動装置
　　６８　　　駆動歯付きベルト
　　６９　　　駆動ホイール
　　７０　　　カルダン軸
　　７１　　　チェーン伝動装置
　　７２　　　綴じヘッド軸
　　７３　　　偏心ディスク
　　７４　　　偏心ピン
　　７５　　　曲げ具連結リンク
　　７６　　　ドライバ連結リンク
　　７７
　　７８　　　曲げ具カム
　　７９　　　連結リンクガイド
　　８０，８１　　　延長部
　　９０　　　ロッカー
　　９１　　　旋回軸
　　９２　　　レバーアーム
　　９３　　　案内ローラ
　　９４　　　制御軌道
　　９５　　　制御軸
　　９６，９７　　　制御連結リンク
　　９８，９９　　　レバー機構
　　１００，１０１　　　レバーアーム
　　１０２，１０３　　　アングルレバー
　　１０４，１０５　　　連接棒
　　１０６，１０７　　　レバーアーム
　　２’　　　印刷物
　　２’’　　印刷物
　　３’　　　差込みポケット
　　３’’　　差込みポケット
　　９’　　　綴じヘッド
　　１０’　　折り曲げ装置
　　１１’　　綴じ装置
　　１７’　　ドライバ
　　９０’　　ロッカー
　　９２’　　レバーアーム
　　９３’　　案内ローラ
　　９４’　　制御軌道
　　９５’　　制御軸
　　１０１’　レバーアーム
　　１０４’　連接棒
　　１０６’　制御レバー
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